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１　基本施策に対する基本姿勢

現状
平成28年度に策定した「安曇野市水道ビジョン」と「安曇野市下水道事業経営戦略」のそれぞれ10年間の投資・財政計画に基づき、施設の耐
震化や更新事業、施設の維持管理等を嫉視しています。また、「安曇野市下水道事業経営戦略」の改定作業に着手しました。

基本方針
(目指すべき方向性)

良質な水道水の安定供給と水洗化による快適な生活環境を維持するとともに、健全かつ効率的な事業運営を目指します。

２　施策指標

指標 単位 （設定時）目標値 H30 H31 R 2 達成率 進捗状況 所管課

主要管路耐震化率 ％ 22.5 49.9 上水道課

水洗化率 ％ 81.9 88.9 下水道課

施策指標の進捗状況と分析
上下水道事業は公営企業会計としての継続性と経営の安定化を図っていく必要があることから、料金・使用料収入の確保を図るとと
もに、一般会計からは繰出基準に基づいた負担を引き続き行います。主要管路耐震化率、水洗化率は収入増や経費節減につながる指
標として、今後も目標達成に向け必要な施策に取り組みます。

３　基本施策を構成する事務事業の評価 （単位：円）

No コード 事務事業名 所管課 重点化
事業費 事務事業の状況

H30 H31 R 2 R 3 R 4 合計 事業区分 新/継 総合評価 方向性 正規職員数

1 0104420 水道事業負担金 庶務担当（上下水） 59,361,152 59,361,152 183,080,152 301,802,456 定型業務 継続 A
現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.01

2 0104430 水道事業出資金 庶務担当（上下水） 237,300,000 279,100,000 73,900,000 590,300,000 政策的業務 継続 A
現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.01

3 0108550 下水道事業繰出金 庶務担当（上下水） 2,107,893,344 1,983,609,240 1,934,668,480 6,026,171,064 義務業務 継続 A
現状のまま
事業を実施
することが
適当

0.1

合計 2,404,554,496 2,322,070,392 2,191,648,632 6,918,273,520

事務事業量とコスト
(費用対効果)の分析

公営企業として、水道料金・下水道使用料収入を財源とすることが基本ですが、人口減少に伴い収入の減少が見込まれることから、
より効率な事業経営を行う必要があります。また、受益者負担の公平性の観点から、引き続き収納率向と未収金対策に努める必要が
あります。

重点化事務事業の考え方

縮減・廃止事務事業の考え方

総合評価
(次年度へ向けた課題の抽出含)

経営の持続性の観点から、水道施設の適正規模化や下水道施設の統廃合を進めていく必要があります。


